




A look at Senbon’s residential participation in community development for the































































































































































































































































































































































　 ウ ォ ー ル ペ イ ン テ ィ ン グ プ ロ ジ ェ ク ト
（WPP）とネーミングされ地域ぐるみで取り組
まれることとなったこのプロジェクトは、先述
の「空き地ワークショップ」をさらに発展させ
るかたちで地域教育・人権教育のケーススタ
ディとして取り組まれることとなった。
　「地域で学ぶ」地域教育は地域をフィールド
として具体的、直接的な体験から興味、関心を
高め意欲的に学習に取り組むもので、子どもが
地域社会の中で高齢者や大人など異年齢との交
流、ボランティア活動などの学習である。地域
には高齢者や障害者、外国籍の人など様々な人
が暮らしている。高齢者や障害者などとの触れ
あう活動の中で子どもが「自分には何ができる
のか」を考えたり「何かをする喜び、それに自
分が必要とされていること、かけがえのない存
在である」ことを認識する。このように、子ど
もたちが暮らす地域でのヒトとヒトとの豊かな
ふれあいが差別を許さないまちづくりへと繋が
るのである。
　WPPは子どもにとって普段の学校生活や学
習では経験できない学校の枠を超えた取組と
なった。違った環境や異なった文化で育った子
どもたちが出会い、交流し仲間として共に学び
あう喜びを知る。制作過程をとおして子どもた
千本における住民参加のまちづくり20年（ソフト）の検証　―まちづくりをとおした新たな同和教育実践―
61
ちは多くの人が協力し合い支え合いながら生活
してまちが成り立っていることを知り、子ども
は自分もそのようなまちの一員であることを実
感する（図５）。
図５　WPP「ウォールペインティング１」
　また、子どもたちはこのプロジェクトへの参
加をとおして「まち」への思いを振り返り、自
分たちの身近な地域を見直すこととなった。子
どもにとっては地域のまちづくりに直接、参加
することともなった。まちに関わることは、様々
な人に出会うこととなる。視覚障害の子どもが
どのように絵を描くのか？絵画やアートをどう
認識しているのだろうか？このような思いや問
題意識に直面した子どもたちは、次に自分たち
が何気なく見てきた、まちのあちらこちらにあ
る点字ブロックや音声信号などにも興味を持つ
ようになった（図６）。
図6　WPP「ウォールペインティング2」
　チマチョゴリを着た女性が朝鮮楽器を演奏し
ている絵をみて、隣接する朝鮮学校の子どもた
ちに思いを馳せ、このまちの一員であることを
再認識する（図７）。
図７　WPP「ウォール完成１」
　人と人との出会いから感動が生まれ、その感
動が地域を動かし、まちを変える原動力となる。
結局は人と人との関係が地域社会やまちをつく
る原動力となっているのであり地域への誇りや
愛着に裏打ちされた「ゆたかなふれあい」こそ
が「やさしさに溢れたまち」となり得る。
　このような豊かなふれあいこそが差別を見抜
き、差別を許さない子どもの育成に繋がるので
ある。
　まさに人決教育の基盤であると言える。
図８　WPP「ウォール」
図９　WPP「ウォール完成２」
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おわりに
　かつては「教育の全分野で取組む」とされた
「人権学習」であるが、実質的には社会科、道
徳、生徒指導などの授業の中で取組まれてきた
ものの授業時間の確保など課題が多くあった。
ここへきて「総合的な学習の時間」の見直しが
課題になってはいるものの、児童生徒が自発的
に横断的・総合的な課題学習を行う時間として
位置づけられた「総合的な学習の時間」の中で
「人権総合学習」が取り組まれて10年近くにな
る。90年代半ば以降、筆者がコーディネーター
として関わった二つのまちづくり学習プロジェ
クト「空き地ワークショップ」と「ウォールペ
インティングプロジェクト」はカタチを変えつ
つも「人権総合学習」として学校レベルで現在
も取組まれている。
　千本では改良住宅の建て替えを契機にここ20
年ほど「新たなまちづくり」が取組まれてき
た。本稿はまちづくり（コミュニティデベロッ
プメント）における教育（ソフト）面からのア
プローチであり、筆者がコーディネーターとし
て関わってきた住環境整備における住民参加や
コミュニティ再生の取組20年についても検証し
ていきたい。
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